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ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者 

激
励
会
・
報
告
会

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

当
館
で
は
、
地
元
ゆ
か
り
の
作
家
を
中

心
に
絵
画
や
工
芸
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

公
民
館
活
動

☆
揖
斐
公
民
館

《 

揖
斐
地
区
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

》

　

◆
日
時　

11
月
15
日（
日
）９
時
～
12
時

　

◆
場
所　

健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

☆
大
和
公
民
館

《 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

》

　

◆
日
時　

11
月
１
日（
日
）９
時
～
12
時

　

◆
場
所　

健
康
広
場　

ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

　
　
（
雨
天
中
止
）

☆
北
方
公
民
館

《 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会 

》

　

◆
日
時　

11
月
29
日（
日
）
９
時
～

　

◆
場
所　

北
方
小
学
校
体
育
館

☆
清
水
公
民
館

《 

青
少
年
育
成
地
区
大
会 
》

　

◆
日
時　

11
月
15
日（
日
）

19
時
30
分
～
21
時

　

◆
場
所　

清
水
公
民
館

《 

ふ
れ
あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

》

　

◆
日
時　

11
月
22
日（
日
）14
時
15
分
～

　

◆
場
所　

岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

☆

永
公
民
館

《 

文
化
教
室 

》

　

◆
日
時　

11
月
３
日（
火
） 

７
時
50
分
～
17
時
10
分

　

◆
場
所　

揖
斐
駅
集
合

　
　
　
　
　

養
老
鉄
道
と
Ｊ
Ｒ
で
彦
根
へ

　

◆
内
容　

彦
根
城
と
歴
史
探
訪

《 

養
基
小
体
育
館
年
末
大
掃
除 

》

　

◆
日
時　

11
月
29
日（
日
）８
時
～
10
時

　

◆
場
所　

養
基
小
体
育
館

《 

永
公
民
館
年
末
大
掃
除 

》

　

◆
日
時　

11
月
29
日（
日
）９
時
～
11
時

　

◆
場
所　

永
公
民
館

☆
谷
汲
公
民
館

《 

第
11
回
谷
汲
公
民
館
ま
つ
り 

》

　

◆
日
時　

11
月
１
日（
日
）９
時
～
16
時

　

◆
場
所　

谷
汲
文
化
会
館
・

谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル

《 

竹
プ
ラ
ン
タ
ー
作
り 

》

　

◆
日
時　

11
月
１
日（
日
）９
時
～
15
時

　

◆
場
所　

谷
汲
文
化
会
館
駐
車
場

　
　
　
　
　

 

谷
汲
公
民
館
ま
つ
り
と
同
時

開
催

　

◆
持
ち
物　

軍
手

《 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

》

　

◆
日
時　

11
月
13
日（
金
） 

19
時
30
分
～
21
時
30
分

　

◆
場
所　

谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

◆
持
ち
物　

上
靴

《 
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

》

　

◆
日
時　

11
月
21
日（
土
）
14
時
～

　

◆
場
所　

各
地
区

★
企
画
展「
秋
の
館
蔵
品
展
」

開
催
の
お
知
ら
せ

■
場
所　

展
示
室

■
期
間　

11
月
１
日（
日
）～
11
月
20
日（
日
）

■
お
問
い
合
せ
先　

２
２

－
５
３
７
３

「
駒
迎
」
佐
々
木
尚
文

「
棚
橋
天
籟
賛　

雁
の
図
」
野
原
櫻
州

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
激
励

会
・
大
会
に
出
場
さ
れ
た
方
の
報
告
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

大
会
に
出
場
さ
れ
る
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

【
第
4
回
ア
ジ
ア
Ｕ

－

23

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
権
大
会
】

　

大
垣
特
別
支
援
学
校
講
師

川か
わ

満み
つ　

千ゆ
き

乃の

さ
ん
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【
第
18
回
全
国
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
男
女
優
勝
大
会
】

　

谷
汲
中
学
校
3
年　

横よ
こ

山や
ま　

毅た
け

流る

さ
ん

【
第
53
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
】

（
小
学
生
6
年
女
子
形
の
部
）

　

北
方
小
学
校
6
年 

江え

口ぐ
ち　

悠ゆ
う

紗さ

さ
ん

【
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

2015

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
会
】

林は
や
し　
　

裕ゆ

美み

さ
ん

【
第
70
回
国
民
体
育
大
会

2015

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
】

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
）

　

明
治
大
学
1
年  

立つ
い

木き　

雅ま
さ

也や

さ
ん

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
）

　

大
垣
特
別
支
援
学
校
講
師

 

川か
わ

満み
つ　

千ゆ
き

乃の

さ
ん

　

専
修
大
学
4
年 

川か
わ

村む
ら　

理り

紗さ

さ
ん

【
第
9
回
西
日
本
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
】

　

揖
斐
小
6
年 

横よ
こ

幕ま
く

あ
す
み
さ
ん

　

大
会
に
出
場
さ
れ
た
の
は
次
の
方
で
す
。

【
第
18
回
東
海
小
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
】

　

個
人
戦　

優
勝

　

団
体
戦　

準
優
勝

　

揖
斐
小
6
年 

横よ
こ

幕ま
く

あ
す
み
さ
ん

　

9
月
19
日（
土
）、20
日（
日
）の
2
日
間
、

朝
鳥
公
園
前
の
揖
斐
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技

場
に
お
い
て
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ

ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
・
中

部
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ

ー
タ
ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た

選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度

カ
ヌ
ー
日
本
選
手
権
大
会
開
催

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大

学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な

目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
限
は
３
月
20
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
岐
阜
学
習
セ
ン
タ

ー
（
℡
０
５
８

－

２
７
３

－

９
６
１
４
）

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
弓
道
競
技
）

　

大
垣
商
業
高
校
2
年

 

山や
ま

田だ

佳か

那な

太た

さ
ん

※ 

川
満
さ
ん
、
川
村
さ
ん
は
激
励
会
を
欠

席
さ
れ
ま
し
た
。
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揖
斐
郡
児
童
生
徒
科
学
作
品
展

　
　
　
　

日
時　

９
月
５
日（
土
）～
６
日（
日
）

　
　
　
　

会
場　

池
田
町
中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

今
年
で
第
59
回
を
迎
え
る
科
学
作
品
展
は
郡
内
で
７
３
３
人
が
取
り
組
み
、
作
品
展

に
は
各
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
２
４
２
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
多
く
の
参
観

が
あ
り
ま
し
た
。
多
く
の
作
品
の
中
で
次
の
10
人
の
作
品
が
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
）

●
科
学
研
究
の
部　

小
学
校
の
部

　
　

し
み
ず
な
お
（
池
田
小
１
）　　

和
田　

愛
珠
（
池
田
小
２
）

　
　

國
枝　

祐
杏
（
谷
汲
小
３
）　　

佐
竹
麻
里
伽
（
八
幡
小
４
）

　
　

杉
原　

沙
直
（
大
野
小
５
）　　

原
田　

聡
一
（
西　

小
５
）

　
　

國
枝　

蒼
生
（
谷
汲
小
６
）

●
科
学
研
究
の
部　

中
学
校
の
部

　
　

今
村
宗
一
郎
（
池
田
中
３
）

●
科
学
工
作
の
部

　
　

河
合　

航
輝
（
小
島
小
５
）

●
採
集
・
工
作
の
部　

　
　

松
岡　

祐
司
（
池
田
小
６
）

揖
斐
郡
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

９
月
10
日（
木
）に
行
わ
れ
た
郡
審
査
会
で
次
の
16
人
の
作
品
が
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
（
敬
称
略
）

　
　

廣
瀨　

有
咲
（
西　

小
１
） 

廣
瀬　

綺
良
（
北
方
小
２
）

　
　

間　
　

琉
莞
（
西　

小
２
） 

森　

菜
々
子
（
温
知
小
２
）

　
　

國
枝　

祐
杏
（
谷
汲
小
３
） 

長
沼　

寛
大
（
東　

小
３
）

　
　

日
比　

康
太
（
温
知
小
４
） 

柘
本　

紗
和
（
小
島
小
４
）

　
　

馬
渕　
　

陽
（
東　

小
５
） 

石
井　

阿
子
（
温
知
小
５
）

　
　

竹
中　

実
優
（
温
知
小
５
） 

石
原
領
太
郎
（
南　

小
６
）

　
　

森　

さ
く
ら
（
池
田
中
１
） 

小
林　
　

奏
（
大
野
中
２
）

　
　

清
水　

麻
依
（
揖
東
中
３
） 

石
井　

莉
子
（
池
田
中
３
）

第
58
回
揖
斐
郡
駅
伝
大
会

　
　

期　
　

日 

平
成
27
年
12
月
６
日（
日
）

　
　

競
技
開
始 

午
前
10
時

　
　

参
加
申
込
み 

11
月
９
日（
月
）ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
　

池
田
町
田
中
５
５
５　

揖
斐
郡
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　
　

揖
斐
郡
体
育
協
会
事
務
局　

電
話
４
４

－

１
２
６
２

教
職
員
の
夏
期
研
修

　

今
年
度
は
「
情
報
教
育
研
修
」「
外
国
語
活
動
研
修
」「
特
別
支
援
教
育
研
修
」「
学
級

経
営
研
修
」「
理
科
実
験
実
技
研
修
」「
生
徒
指
導
研
修
」
の
６
講
座
を
開
設
し
、
延

べ
２
２
７
人
の
先
生
方
が
参
加
し
て
実
践
に
役
立
つ
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
保
健
会
研
修
総
会

　

８
月
５
日（
水
）に
、
平
成
27
年
度
揖
斐
郡
学
校
保
健
会
研
修
総
会
が
、
谷
汲
サ
ン

サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
、
表
彰
校
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
敬
称
略
）

《
歯
の
優
良
児
童
》

　
　

山
田　

海
音
（
北
小
）　　

井
上　

歩
実
（
北
小
）

《
学
校
環
境
衛
生
活
動
特
選
校
》

　
　

春
日
小　
　

中
小

《
学
校
環
境
衛
生
活
動
優
良
校
》

　
　

揖
斐
小　
　

南
小　
　
　

温
知
小　

　
　

谷
汲
中　
　

大
野
中　
　

池
田
中

揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会

　

本
年
度
の
揖
斐
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
修
会
が
西
濃
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
指
導
者
研

修
会
と
兼
ね
て
、
９
月
５
日（
土
）午
後
よ
り
池
田
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
席
上
、
多
年
に
わ
た
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
団
体
と
個
人
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
、
日
頃
か
ら
の
活
動
を
皆
さ
ま
と
共
に
讃
え
ら
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

垂
井
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
西
部
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
実
践
活
動
の
発
表
が
行
わ
れ
、
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
積
極
的
な
活
動
の
姿
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
教
育
評
論
家
の
親
野
智
可
等
氏
に
よ
り
「
親
力
で
決
ま
る
子
ど
も
の
将
来
」
と

題
し
て
講
演
が
あ
り
、
親
と
し
て
子
ど
も
を
共
感
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
、
信
じ
て

待
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

揖斐郡教育研修センターだより

外国語活動研修

理科実験実技研修

学級経営研修
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　揖斐川町青少年育成町民会議家庭部会では、「増やそう！！
わが家の家族時間運動」を推進しています。家族みんなで「家
族時間」を大切にし、家族の絆が深まるように、皆さんが過ごした素敵な「家族時間」
を町内の小中学校に募集したところ沢山の応募がありました。地域のみなさんにも紹介
したいと思います。

題（やったこと）

家族で花の水やり

（自分の感想）
　夕日の暑さがまだあるけど、あさがお
やひまわりに水をあげます。水くみは私
と妹がします。きれいに咲いてほしいの
で家族で大切に育てています。これか
らも大切にそだてていきます。

（家族の感想）
　夕方、かぞくみんなで庭に咲いている
花に水をあげています。水くみは重いの
で子供達ががんばってやってくれます。
一日の疲れがありますが、家の庭にいつ
もきれいな花があると気持ちがなごみ、
いやされるので、毎日大変だけど協力し
てくれてありがとう。これからもずっと
きれいな花が咲いていますように。

今度家族でやってみたいこと

花　火

題（やったこと）

朝のお経

（自分の感想）

　
いつもラジオ体そうのあと、ほんどう
でお父さんと子ども３人でお経を読みま
す。むづかしい言葉もあるけれど、大
きな声でがんばっています。たくさんの
お経を覚えたいです。

（家族の感想）
　夏休みになると、毎年ラジオ体操→
本堂でお経が日課となります。ダラダラ
としたい暑さの中、本堂でしばし座って
お父さん（住職）とよむお経は、一瞬
ピリリとした雰囲気になります。なかな
か進んで！！とはいきませんが、これか
らも続けていって欲しいです。

今度家族でやってみたいこと

海に行く

「わが家の家族時間」の
応募の一部を紹介します

わが家の家族時間　運動
増やそう !!

揖斐小学校　３年　岩間 かれん さん坂内中学校　２年　山上 海音 さん


